
 
【コンピュータ利用教育環境の現状】 

現在、各教育機関では、IT（利用）教育に力を

入れており、東北学院大学工学部においてもか

なりの充実をみている。しかし、情報演習室の

ように一元化された教育環境にも導入の制限

があり、自由な指導環境、自由な学習環境をす

べての教育機関、自宅において確保することの

困難さは依然として解決されていない。 特に

教室と自宅間で統一された学習環境を確保す

る事は、この種の教育の根幹に関わる急務であ

るにもかかわらず、ソフトウエアのライセンス

や設備コスト等の問題により、学習者は未だに

用意された演習室から脱出出来ずにいる（図 1）。 

 一方教場においては、本来授業の本質的内容

理解に費やすべき貴重な時間が、マシンの起動

やその基本的な操作時に発生するトラブル対

策に徒に浪費されるという、極めて不合理な現

象が発生している（図 2）。 

 

【日本語 KNOPPIX の導入】 

これらの弊害を克服し、学生と教職員双方にと

ってバリアフリー化された教育環境を構築す

べく、オープンソースを基本として構築された、

独立行政法人産業技術総合研究所が開発した

日本語 KNOPPIX の導入を提案し、講義での導入

実験を行ってきた。 

 このソフトはライセンスフリーであるだけで

なく、いつ誰がどこで使用しても、1 枚のＣＤ

から教場と全く同一の学習環境を簡単に再現

できる特長を持っている（図 3)。 さらにこの

ソフトは、大学教育で必要とされる大部分の教

材及び教育・研究に必要とされるアプリケーシ

ョン・ソフトならびに使用する機種に依存しな

い完全な日本語使用環境を既に含んでいるこ

とも特筆すべき点である。 特に 1 枚のＣＤの

みで完全な日本語使用環境が実現可能な事は、

大学間の国際交流など、海外での日本語が必要

とされる教育システムの研究分野においても、
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図１高価なノンフリーライセンスソフトは草の

根的情報教育のひとつの障害となっている。 
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このシステムが活躍できる潜在能力を秘めて

いると考えられる（図 4)。 さらに、KNOPPIX に

より比較的容易にグリッドコンピュータネッ

トワークを構築できる事例や、ロボット制御、

計測制御などの分野に応用されつつある報告

もあり、学生実験や卒業研究まで幅広く活用で

きると考えられる。 

 

【教育用 KNOPPIX の試作と配布】 

 東北学院大学工学部では独立行政法人産業

技術総合研究所が開発した日本語 KNOPPIX[1]

を元に、同法人及び企業（株式会社アルファシ

ステムズ）[2]と共同で独自に改良を加え、教

育用日本語 KNOPPIX を開発した（図 5）。平成

15 年 10 月に学外に発表し、一般を対象に 1000

枚を配布した。また、さらに改良を加え、同年

12 月に工学部内学生及び教職員 2000 名を対象

に試験配布を行い、講義への導入、学生の自学

自習へ導入についての指導を行っている。一般

への公開も行っている[3] 

 

【KNOPPIX Edu 導入の利点】 

学内外、学生等からの反響を含め、KNOPPIX Edu

導入によって次のような利点を確認している。 

・低コストのインフラ配備が可能 

・場所を選ばず統一された学習環境 

・維持管理・教育指導の負担軽減（低価格 PC、

ソフトウエアの維持管理は電源の再投入のみ） 

・オープンソースによる改良の自由度大 

・配布が容易（ライセンスフリー、インターネ

ットや低価格メディアによる容易な配布） 

・多国語に対応可能 

・学習者の経済的負担軽減 

・他の教育機関・教育分野の転用が容易 

・様々な教育内容に対応（プログラム言語・ネ

ットワーク演習・コンピュータリテラシ演習・

情報倫理演習・画像処理演習・数値解析演習・

日本文化学習、他） 

 

【まとめ】 

以上の特長を持つ KNOPPIX Edu を講義等に導入

することにより、指導教員の負担が大幅に軽減

され、コンピュータハードウエアやソフトウエ

アのトラブルに労することなく、本質的な内用

について集中できる講義が構築できることを

確認した。また、現在他の教育機関等から問い

合わせをいただき、KNOPPIX Edu の導入につい

て協力体制を築く準備を開始している。 
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